
I．はじめに

厚生労働省の全国の12歳以上の世帯員を対象とし

たストレス調査によると，最近1カ月間でのストレス

は「大いにある」11.8％，「多少ある」42.4％で，2人

に 1人はなんらかのストレスを感じて生活している

（厚生労働省大臣官房統計情報部2002）．12歳以上の

男女について，日常生活での悩みやストレスの状況は，

「ある」48.2％，「ない」45.6％と報告されている（厚

生労働省2009）．

大学生とストレスに関する研究では，大学生のスト

レスレベルは高いと言われている（山田 2003）．さら

に，看護学生のストレスは，大学への進学による環境

の変化や人間関係，臨地実習や国家試験など特有のス

トレッサーが存在し，学年が上がるにつれてストレス

度も高くなることや学年により特異なストレスフルな

出来事が存在することが報告されている（市丸ら2001）．

一方，大学生と学習意欲や態度に関して，出席率，勉

強へ興味，問題の掘り下げ方など学業に対する取り組

みが大学受験前に比べて低下しているが，スポーツや

趣味など学業以外のことには熱中する学生も少なくな

い（溝上1996）．また，大学生の学習意欲の低さは，

中高生のように進学や就職のためによりよい成績を求

めること，学業成績への関心が大学生活では相対的に

低下すること，あるいは講義の中に大学で学ぶ意味や

目的がはっきり見つからないことが原因と言われてい

る（梶谷ら1997）．看護学生については国家試験が控

えているため他の大学生よりは目標が明確に存在する．

しかし，看護学生の学習意欲も4年制大学では短期大

学や専門学校の学生と比較すると低いとの報告がある
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Abstract

Thisstudysurveyedeffectsofstressonlearningmotivationof82student-nursesat4thgradebya

questionnaireincludingalearningmotivationscale（KasoriT,2009）.

Theresultsuggestedfollowing5points;

1）Positiverespondents（whosaid・Yes・）on7outof10itemsconcerningconcentrationandits

enduranceshowedhigherstresslevelthannegativerespondents（whosaid・No・）did.

2）Negativerespondentson2outof5itemsconcerningself-efficacyanditsimprovingmotivation

showedhigherstresslevelthanpositiverespondentsdid.

3）Norelationshipbetweenlearningmotivationandstresslevelsappearedin4stressfactors.

4）Studentswhoansweredastheyhadtendedtobelateorabsentseemedtohavemuchstressand

negativeresponsesat3itemsconcerningactivefactorsonlearningataclass.

5）Tendencyoflesslateorabsenceseemedtorelateeachitemoflearningdesirescales significant

relationbetweensevenitems.

Inconclusion,〔concentrationanditsendurance〕and〔self-efficacyanditsimprovingmotivation〕

mayconcernthestressofthestudentnurses.
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（永嶋 2002）．一般大学生の学習意欲に関する研究の

うち，加曽利（2009）は24項目の調査票を用い，「独

居生の栄養バランスを欠いた食事には，ストレスや社

会的活動による時間的制限などの要因があることが考

えられる」「大学生の食行動が学習意欲に及ぼす影響

を調べ，栄養バランスは学習意欲の『集中力・持続力』

『授業に対する真面目さ』に強く影響し，食行動の健

全さは学習意欲の『自己向上志向』『授業に対する積

極性』に強く影響する」と報告している．

II．目 的

看護学生の学習意欲とストレスの影響に焦点をあて

た報告は乏しく，今回，看護学生の感じているストレ

スと授業・学習態度への影響を検討するため以下の調

査を実施した．

III．方 法

1．対象：M大学看護学科4年生83名（男子3名，

女子80名）．

2．調査時期：平成21年9月24日

4年生全員が集合する在宅看護実習報告会の際に配

布し，報告会終了後に回収した．

3．調査方法：ストレス度に関する項目と学習意欲に

関して，加曽利の調査票を用いた．ストレス度に関し

ては 1～10の 10段階のスケールを数値スケールとし

て使用した．学習意欲に関する項目に関しては，加曽

利（2008）の予備調査によって作成された［第1因子：

集中力・持続力因子］，［第2因子：自己向上因子］，

［第3因子：授業に対する積極性因子］，［第4因子：

授業に対する真面目さ因子］の4因子24項目から構
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表1 アンケート用紙



成される学習意欲尺度に，「今よりストレス度が高い

と感じた時に，回答が変化するか」という1項目を追

加したものを使用した．すべて2件法（「はい」「いい

え」）での回答項目で構成されている．（表1）

4．統計学的処理：ストレス度及び各項目において等

分散のためのルビーンの検定，各項目，「はい」・

「いいえ」2群間でのストレス度値に対しt検定を行っ

た．有意水準5％で，群間平均値の有意差の見られた

項目は「はい」・「いいえ」の判断がストレス度値に

反映されているとみなし，質問項目ごとの「はい」・

「いいえ」の出現割合を項目間の関連を示唆するもの

として，ストレス度値差異を有する項目間でのχ2検

定（有意水準5％）を行った．統計学的処理パッケー

ジはSPSSStatistics17.0（SPSSJAPAN Inc，日本，

2009）を使用した．

IV．倫理的配慮

無記名式の質問用紙を用い，調査への参加・不参加

は各自の自由意思であることを伝えた上で依頼した．

調査票への記入をもって調査への同意とみなした．調

査結果は直ちに匿名で数値入力し，個人が特定される

ことはない．研究終了後に調査票をシュレッダーにて

処理，廃棄した．

V．結 果

平成21年9月24日の在宅看護実習報告会にて，4

年生 83名のうち出席した 82名（男子 3名，女子 79

名）に調査票を配布し，報告会終了後に79部を回収

した（回収率：96.3％）．未回答の項目は検定の際，

欠損値として扱った．すべての項目に回答していたも

のは72部であった．
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表2－1 ストレス度と＜集中力・持続力因子＞のt検定の結果

表2－2 ストレス度と＜自己向上因子＞のt検定の結果



1．ストレス度と学習意欲尺度の各項目との比較

ストレス度と授業・学習に対する態度4因子24項

目と改編4項目の結果を表2－1～2－4に示した．

学習意欲尺度の［集中力・持続力因子］の項目では，

10項目中「授業中，なんとなく落ち着かない」「授業

中，あまり頭が働かない」「授業中，身体がだるい」

「悩み事があり，授業に集中できない」「体調がよくな

いので，授業に集中できない」「授業中，ぼんやりして

いる」「授業中，なぜかイライラしている」の7項目に

おいて，「はい」回答者群ではストレス度の平均値が有

意に高かった．［自己向上因子］では，5項目中「学ぶ

ことで，自分を向上させたいと考えている」，「新しいこ

とを学ぶことが好きだ」の2項目において，「いいえ」

回答者群でストレス度の平均値が有意に高かった．ま

た，［自己向上因子］では，改編項目を除く各質問に

おいて「はい」回答者が80％以上いた．［授業に対する

積極性因子］の項目では，すべての項目において，「は

い」・「いいえ」間にストレス度の平均値には差を認

めなかった．［授業に対する真面目さ因子］の項目では，

「遅刻・欠席が多い」の項目で，「はい」回答者はスト

レス度の平均値が高かった．改編した項目「今のスト

レス度より高いと感じる時，上記の回答は変わりますか．」

に関してはすべてにおいて有意差は見られなかったが，

［集中力・持続力因子］では，ストレス度が高いと感じ

た時に回答が変化するというものが86.6％を占めた．

2．「遅刻・欠席が多い」ことと学習意欲尺度の各項

目との検討

「遅刻・欠席が多い」と他項目との関連を表 3－1

～3－4に示した．学習意欲と負の関係を有すると思

われる因子として，［集中力・持続力因子］：「悩み

事があり，授業に集中できない」「授業中，ぼんやり

している」「授業中，考え事をしていることが多い」

「授業中，なぜかイライラしている」の4項目，［授業

に対する真面目さ因子］：「ノートを取る元気がない」

「学業には真面目に取り組んでいる」の2項目，正の

関係を示唆する因子として，［自己向上因子］：「大

学で多くの知識や技術を身につけたい」「新しいこと

を学ぶことが好きだ」「大学で学ぶことで，視野を広

げたい」の 3項目に有意な関係が示された．なお，

［授業に対する積極性因子］の項目では，すべての項

目で有意な関係は認められなかった．
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表2－3 ストレス度と＜授業に対する積極性因子＞のt検定の結果

表2－4 ストレス度と＜授業に対する真面目さ因子＞
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表3－1 「遅刻・欠席が多い」と＜集中力・持続力因子＞のχ2検定の結果

表3－2 「遅刻・欠席が多い」と＜自己向上因子＞のχ2検定の結果

表3－3 「遅刻・欠席が多い」と＜授業に対する積極性因子＞のχ2検定の結果



3．その他の学習意欲尺度の項目間の検討

「遅刻・欠席が多い」に関連する項目間での検討結

果を表4－1～4－7に示した．1）「悩み事があり，授

業に集中できない」と「授業中，考え事をしているこ

とが多い」「授業中，なぜかイライラしている」，2）

「授業中，ぼんやりしている」と「授業中，考え事を

していることが多い」，3）「授業中，なぜかイライラ

している」と「ノートを取る元気がない」，4）「大学

で多くの知識や技術を身につけたい」と「新しいこと

を学ぶことが好きだ」「大学で学ぶことで，視野を広

げたい」や 5）「新しいことを学ぶことが好きだ」と

「大学で学ぶことで，視野を広げたい」，1）～5）各2

項目間で有意な関連を認めた．

また，「悩み事があり，授業に集中できない」とい

う質問に「はい」の回答者19名の調査票を見直した

ところ，「授業中，ぼんやりしている」および「授業

中，考え事をしていることが多い」にも「はい」と回

答した者が18名あった（18／19，94.7％）．

VI．考 察

本研究は，看護学科4年生の一時点での横断的調査

である．さらに，用いた調査票は，大学生の食行動と

ストレスの調査に用いられたもので，信頼性・妥当性

についても十分な検討がなされておらず，本研究でも

追加の信頼性・妥当性の検討は含まれていない．これ

らの点は本報告の本質的な限界である．しかし，同様

の先行研究がない，さらに新たな調査票を作成する時
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表3－4 「遅刻・欠席が多い」と＜授業に対する真面目さ因子＞のχ2検定の結果

表4－1 「悩み事があり、授業に集中できない」とのχ2検定の結果

表4－2 「授業中、ぼんやりしている」とのχ2検定の結果
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表4－3 「授業中、考え事をしていることが多い」とχ2検定の結果

表4－4 「授業中、なぜかイライラしている」とのχ2検定の結果

表4－5 「大学で多くの知識や技術を身につけたい」とのχ2検定の結果

表4－6 「新しいことを学ぶことが好きだ」とのχ2検定の結果

表4－7 「大学で学ぶことで、視野を広げたい」とのχ2検定の結果



間的余裕のないなかでの調査で，学習意欲評価項目の

内容から，著者らは本調査票を採用した．回収率は良

好で，対象集団の本調査方法での一側面を反映してい

ると考えられた．ストレス度と学習意欲尺度について

以下に述べる．

［集中力・持続力因子］の多くの項目で「はい」・

「いいえ」の判断がストレス度値に反映されていた．

学生のストレスを感じることと授業中，落ち着かない，

ぼんやりして頭が働かない，すぐ疲れるなど，また，

集中力が続かず，集中力が無くなることとの関連が示

唆された．

［自己向上因子］の結果から，対象者の向上心は高

いが，授業に対して積極的になれない状況が考えられ

たが，今回の結果から結論づけることはできなかった．

［授業に対する真面目さ因子］においては，「遅刻・

欠席が多い」の項目に関してのみ有意な差が認められ，

「はい」回答者群がストレス度の平均値が高かったこ

とから，ストレスと遅刻・欠席の関連が示された．大

学生は生活時間に規則がなく，生活リズムのない生活

を送りがちであり，身体的・精神的疲労感や規則的な

就学時間や通学手段により早朝覚醒を余儀なくされる

ことや，社会的制約や夜間のアルバイトなどによる夜

型化なども考慮する必要がある（中村 2004，竹内ら

2000）．看護大学生においても，一般の大学生と同様

に遅い就寝・起床という睡眠習慣を示した報告がある．

ストレス反応である抑うつ・不安，怒り，無気力など

の陰性感情が，良好な睡眠習慣を妨げ，無気力は特に

生活習慣の全般的な乱れと関連が深いことから，スト

レスにより睡眠習慣・食習慣を含め生活習慣全般の乱

れを招き，その結果学習意欲・態度に影響が及ぶ可能

性がある（石川2005）．

「遅刻・欠席が多い」と他の質問項目：「遅刻・欠

席が多い」に対して「いいえ」回答者のうち，「授業

中，集中力が続かない」「授業中，あまり頭が働かな

い」「授業中，ぼんやりしている」「授業中，考え事を

していることが多い」という 4項目の質問に対して

「はい」回答者が多かった（表3－1～4）．これは，遅

刻や欠席の多さが授業中の集中力や持続力，授業態度

などとは別の要因の可能性がある．不眠，不十分な睡

眠やそれに関した疲労による二次的障害も考えられる

（竹内ら2000）．

「遅刻・欠席が多い」という質問に対して，「いい

え」回答者で，［自己向上因子］の項目に中ですべて

の項目で「はい」回答者が約90％を占めた（表3－2）

ことは，対象の良好な特性を反映している可能性があ

るもののこの結果だけからは判断できなかった．

「悩み事があり，授業に集中できない」という質問

に「はい」の回答者19名の調査票を見直したところ，

「授業中，ぼんやりしている」および「授業中，考え

事をしていることが多い」にも「はい」と回答した者

が 18名あった（18／19，94.7％）ことから，悩み事

が原因でぼんやりする場合や，考え事に至る例も少な

くない可能性がある．本調査では，対象の学生が抱え

る悩みや不安に関しての情報が不明であるが，他のス

トレスに関する報告では，学業，進路，就職，友人関

係などが挙げられている（金子2006，溝口ら1997）．

なお，本調査票ではストレス状態の客観視と調査票

への影響についての自己認識を問う目的で「今のスト

レス度より高いと感じる時，上記の回答は変わります

か．」という1項目を付加した．［集中力・持続力因子］

では，ストレス度が高いと感じた時に回答が変化する

というものが86.6％を占めたが，有意差なく，これ以

上の検討はできていない．

大学での学習に興味・関心をもって，学識を深め，

視野を広げようとの回答者が9割近く（表3－2），向上

心が高く，学習に対する姿勢が積極的であることが示唆

された．本研究の対象が看護学生であるため，入学時

点で，将来の職業像が明確にされている．ほぼ全学生が

看護という専門職を目指しており，大学で学ぶ知識や

技術が，将来の自分のスキルとなり，知識や技術を希

求する学生が多いことは自明である（堀井ら2008）．
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要 旨

目的：看護大学生の感じているストレスと学習意欲・態度への影響を検討．

対象：看護学科4年生82名．

方法：学習意欲尺度（加曽利，2008）を含む調査票で検討した．

結果：1）［集中力・持続力因子］の10項目中7項目で「はい」回答者群のストレス度が有

意に高かった．2）［自己向上因子］では，5項目中2項目で「いいえ」回答者群はストレス度

が有意に高かった．3）ストレス度による学習意欲の変化は，4因子すべてにおいて有意差は認

められなかった．4）各因子の項目間では，「遅刻・欠席が多い」ことは［授業に対する積極性

因子］以外の負の3因子の項目との関連が示唆された．5）学習意欲尺度の各項目間では，7組

の項目で遅刻や欠席の少なさとの関係が示唆された．

結論：1）～5）の結果より，本対象では，[集中力・持続力因子]，[自己向上因子]および[授

業に対する真面目さ因子]においてストレスとの関係が示唆された．

キーワード:看護，大学生，学習意欲，ストレス
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